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取付方法について

極性について

本体相互の接続にはジョイナをご
使用ください。本体同士は必ず極性
突起を合わせて差し込み、セットね
じを締めて固定してください。

極性突起

極性突起
（接地側）長い

（誤接続防止
のリブ）

短い

本体

ジョイナ

■ジョイナ部で回路分割ができます。

注）極性を間違えたまま無理に押し込むと危険です。

１００V用配線ダクトシステムは回路分割が容易にできます。

対象ジョイナ�
・ジョイナL（右用・左用）・ジョイナS・ジョイナT（右用・左用）�
・ジョイナ＋

●ジョイナの回路分割方法（ジョイナS・L・T・＋）
　（ジョイナLの例）
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防止するリブ

田の字形レイアウトを2回路分割する場
合は、中央のジョイナT（左用）・（右用）と
ジョイナ＋部分の端子部の導体を前記
の要領で、ニッパで切断すれば、の字形
と の字形に回路分割できます。電源は
ジョイナL・T・＋から入れます。

クランクレイアウトにする場合は極性を合わせなければいけま
せん。ジョイナLの右用・左用に注意してレイアウト施工してく
ださい。
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■田の字形の回路分割例（天井伏図用） ■ジョイナＬ（エル）のレイアウト例（天井伏図用）

電圧側
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●ジョイナ＋（クロス）の
　端子部極性
　（天井伏図用）

●ジョイナＬ（エル）左用の
　端子部極性
　（天井伏図用）

●ジョイナＴ（ティー）左用の
　端子部極性
　（天井伏図用）
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●ジョイナＬ（エル）右用の
　端子部極性
　（天井伏図用）

●ジョイナＴ（ティー）右用の
　端子部極性
　（天井伏図用）

■自由な角度に曲がるジョイナで、
　天井面の形状などに合わせて接続。

ジョイナについて

■フリージョイナ
上下９０度まで、左右１３５度まで
曲折可能なフリージョイナが、自由
な角度の接続を実現します。施工
は直付けとパイプ吊りができます。
注）電源の引き込みはできません。

■水平自在ジョイナ
　左右７５度まで、任意の角度に
　調整できます。１００V用配線ダ
　クトをフレキシブルにレイアウト
　する接続用ジョイナです。

DH02549
DH0249K
DH0253K

DH02539
DH0239K
DH0251K

注）電源の引き込みはできません。

リーラーコンセントの取り付け

●本体とプラグの極性表示を合わせてプラグを本体
にさし込み、右に９０度回転させてください。

■取り付け

●プラグのレバーを引き下げて、左に９０度回転させ
てください。

■取り外し

●コードの伸縮によりコンセントの上下移動ができま
す。（DH８550：約８０〜１８０cm、DH８５51：約
１９０〜２９０cm）コンセントの本体を軽く引き下げて
ください。手を離した位置で止まります。元に戻す場
合は釦を押したままで戻したい位置までコンセントの
本体を押し上げてください。指を離すとその場で止ま
ります。ご使用器具のコンセントキャップの抜け止め
は、コードをコンセントのコード止め具に引っ掛けるこ
とで防止できます。

■ご使用方法
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回路分割は導体を
ニッパで切断し、
本体側に押し込む
だけです。
（4mm以上）

照
明
器
具
の
正
し
い
使
い
方

法
規
関
連

器
具
の

寿
命
に
つ
い
て

安
全
上
の

ご
注
意

使
用
上
の

ご
注
意

取
付
方
法
に

つ
い
て

そ
の
他
の

ご
注
意


